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運営主体：社会福祉法人大阪府社会福祉事業団 

             施設名：豊中市立養護老人ホーム永寿園とよなか 

 

１．事業の執行概要  

  令和３年度においては、前年度に引き続き新型コロナウイルス感染症予防

対策の継続と、新たな生活様式の構築が求められることとなりました。 

施設の取り組みとしては、“地域と繋がり 人と人とが繋がる施設を目指し

て”、という運営方針を掲げ、施設内で日々取組んでいる活動を地域に向けて

タイムリーに発信できるよう、SNSの開設やホームページのリニューアルに

取り組みました。また、永寿園とよなかを少しでも身近に感じて頂けるよ

う、公式キャラクターの公募・選定による CI活動にも取り組み、地域内で

開かれた施設運営を目指しました。 

毎月開催しているパン販売においては、商品をお渡しする際に使用する手

提げ袋や掲示・看板の作成、地域への呼込み等、率先して入所者に担っても

らうことで、地域の一員としての役割を実感してもらえるよう取組みまし

た。 

また、豊中市と農地貸借契約を交わし畑作活動への取り組みを始めまし

た。育てる野菜の選定から日々の水やり、収穫までを入所者と共に行うこと

で、地域で活動できるプログラムへと繋げました。 

新型コロナウイルス感染症が収束される見通しがまだ立たないなか、次年

度も引き続き入所者が地域・社会との関りを途切れる事なく繋がっていける

よう、従来の方法に固執せず「今できること」を考えながら、新しい繋がり

方や関り方について新たな発想と柔軟な対応で、様々な取組みの推進へと繋

げていきます。 

 

２．令和３年度ステップアップ事業・重点項目 

（１）想い叶え“わたしらしく”を実現できる施設づくり 

入所者が重度化しても可能な限り当施設で過ごし“わたしらしい”暮らし

の継続が実現できるよう、介護職員のスキル向上と養護全体での体制強化に

取り組みました。介護技術や必要な医療の知識も深めながら、養護が抱える

課題や職員の不安解消に特化したミニ講座を年間計画に基づき実施すると共

に、リーダー職員等をアドバイザーとして位置づけ、職員一人ひとりの指導

体制を明確にしながら、介護技術を客観的に評価する「介護チェックリス

ト」の作成・運用を行いました。 



アドバイザーからのタイムリーなフォロー体制やミニ研修を積み重ね、「介

護チェックリスト」を活用しながら出来ている事、出来ていない事を確認・

評価し続けることで、職員の重度化への意識が高まり、入所者支援の自信に

繋げることができました。引き続き、多職種連携を図りながら、養護全体で

の職員のスキルアップと意識改革を行うことで介護度の重度化による退所者

数の減少に取り組みます。 

 

（２）新たなサービスの実施に向けた取り組み 

在宅復帰を希望される方については、新たに在宅復帰に特化したアセスメン

トシートの作成とその運用を図りました。個々の課題の明確化とその改善を反

映した個別計画書を基に、サービス担当者会議等での活用に繋げています。 

また、近隣借用農地を活用した畑作活動における水やりや収穫、施設内外の

清掃や消毒、食事の盛り付け等、日々の暮らしを通したプログラムを基に入所

者の自発的な関りを促進し、在宅生活を意識できるよう取り組みました。 

新型コロナウイルス感染症で地域での活動が制限されましたが、週２回施

設玄関や周辺の掃除を行いながら、小学生の下校時の見守り活動を継続して

行い、季節の良い時には小学校近くの交差点へと、活動範囲を広げて実施す

ることができました。 

月２回実施しているパン販売では、地域の方に向けた販売も行い、呼び込

みや販売員として活動することで少なからず地域の方との交流も生まれまし

た。 

様々な自立支援プログラムを通して、自ら選択した活動に取り組むことで

日常生活を活性化し、自立した生活に繋がるよう支援しました。 

 

３．地域公益事業への取り組み 

令和３年度は“地域の拠り所 拠点づくり”に向けて取り組みを進めまし

た。前年度からの取り組みとして子どもの居場所づくりを目標としていまし

たが、新型コロナウイルス感染症が収束せず、取り組みの実現には至りませ

んでした。 

生活の活性を図るテーマごとの公開講座の実施については、機能訓練指導

員による介護予防体操と、看護職員による手洗い講座を実施しました。いず

れの講座も生活に即した内容で、参加者からも高評価を得ることができまし

た。新型コロナウイルス感染症予防に伴い実施できなかった保育職員や管理

栄養士からの講座については、資料等をブログ等 SNSを活用して掲載する

ことで、情報の発信を行っています。 

また、認知症サポーター養成講座については、対面講座２回と近隣事業所

からの依頼による出前講座としてWEB講座を１回実施しました。 



４．施設管理 

（１）建物設備等の管理  

事業開始から 10年目を迎えるにあたり、経年劣化による設備面の不具合

が断続的に発生しました。コージェネレーションのエンジン故障によるデマ

ンドの機能不全があり、エンジン本体を交換しています。 

また、火災報知器の誤作動や、給湯設備の不具合にて、安定した給湯がま

まならない場面がありました。事象が発生次第速やかに業者へ連絡し、火災

報知器は部品の交換にて修繕を完了しました。給湯設備に関しては、約 10

日間にわたる施設全体の配管設備点検も同時に行っています。一時期、コロ

ナ禍の影響で半導体部品の納期が 5ヶ月先の予定となりましたが、日常生活

に支障がない状態に修復しています。 

 

（２）災害時における備え   

事業計画に則り、２か月に一度の避難訓練を実施しました。通常訓練に加

え、最近の情勢も鑑み、新たに不審者対応訓練を行いました。訓練を行った

ことで様々な課題が見え、不明点については、豊中警察署へ対応方法の相談

を行い、状況に適した判断が必要だと助言を受けています。実際に訓練を行

ってみると、状況に応じた適切な判断がいかに難しいかを実感し、防具を適

切に使用するには繰り返しの訓練が必要であると再認識できました。 

また、災害時用備蓄品の炊き出し訓練も行い、地域の避難所として機能で

きるよう、職員の意識向上に努めました。 

 

５．職員の労務管理について 

職員の労務管理については、全職員への定期的な面談と併せて、計画的な

有休の取得を推進し、心身の健康管理ができるよう体制作りに努めました。 

また、新人職員が心身の体調不調で休職した際は、復帰後に定期的な面談

を行い、本人と相談しながら体調に合わせた勤務時間や業務内容を計画し、

働きやすい環境を整備することで、無理なく復職できるよう適切な労務管理

に努めました。 

  新型コロナウイルス感染症対応については、職員の不安を少しでも軽減で

きるよう、サージカルマスクやアルコールなど安定した確保を行うとともに、

同居家族を含め陽性の疑い・発症があった際は、併設の診療所と連携しながら、

速やかに職員に対して必要な検査を行うことで、少しでも安心して働ける環

境を維持しました。 






